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学
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摘

要

手
錢
家
の
三
代
目
当
主
で
あ
る
季
硯
の
句
集
『
松
葉
日
記
』
を
翻
刻
紹
介
し
、
併
せ
て
こ
れ
ま
で
実
態
の
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
近
世
中
期
の
出
雲
俳
壇

の
特
色
に
つ
い
て
簡
単
に
解
説
を
加
え
た
。
す
な
わ
ち
、
季
硯
を
は
じ
め
と
す
る
大
社
の
俳
人
た
ち
は
、
百
蘿
が
も
た
ら
し
た
去
来
の
伝
を
継
承
し
つ
つ
、

三
刀
屋
の
美
濃
派
の
俳
人
と
も
共
存
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
大
社
俳
壇
の
特
徴
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド：

俳
諧
、
季
硯
、
百
蘿
、
大
社
、
手
錢
記
念
館

は
じ
め
に

出
雲
国
大
社
の
手
錢
家
は
、
貞
享
年
間
に
、
大
社
に
移
り
住
ん
だ
喜
右
衛
門
長

光
（
寛
文
二
年
〜
寛
延
二
年
）
を
祖
と
す
る
商
家
で
、
町
役
の
大
年
寄
を
長
く
勤

め
た
。
歴
代
の
当
主
は
文
芸
に
も
関
心
が
深
く
、
和
歌
・
漢
詩
・
俳
諧
に
熱
心
で

あ
っ
た
。

と
く
に
、
三
代
目
当
主
で
あ
る
手
錢
白
三
郎
（
正
徳
二
年
〜
寛
政
三
年
）
は
、

俳
号
を
季
硯
、
ま
た
白
澤
園
と
称
し
、
同
じ
く
（
１
）

冠
李
、
ま
た
徳
園
人
と
称
し
た
弟

の
兵
吉
郎
（
享
保
四
年
〜
寛
政
八
年
）
と
共
に
俳
諧
活
動
に
力
を
注
い
だ
。
手
錢

記
念
館
に
は
そ
の
俳
諧
資
料
が
伝
存
す
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
俳
諧
資
料
の
中
か

ら
、
季
硯
の
句
集
で
あ
る
『
松
葉
日
記
』（
稿
本
）
を
翻
刻
紹
介
す
る
。

一

書
誌

書
型
…
…
写
本
一
冊
。
半
紙
本
（
や
や
縦
長
）。

表
紙
…
…
濃
縹
色
料
紙
。
縦
、
二
四．

〇
�
×
横
、
一
五．

八
�
。

題
簽
…
…
左
肩
無
辺
緑
色
料
紙
。「
松
葉
日
記
」
と
墨
書
。

序
跋
…
…
な
し
。

本
文
…
…
料
紙
は
薄
様
。
毎
半
葉
六
行
内
外
。
各
句
は
一
行
で
記
さ
れ
、
端

山
陰
研
究
（
第
六
号
）
二
〇
一
三
年
十
二
月
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書
き
は
句
に
対
し
て
、
概
ね
二
字
程
度
を
下
げ
て
記
さ
れ
る
。

字
高
…
…
一
六．

三
�
（
一
丁
表
「
元
日
や
…
」
を
計
測
）。

丁
数
…
…
四
〇
丁
（
墨
付
き
三
六
丁
）。

そ
の
他
…
全
体
と
し
て
調
っ
た
筆
遣
い
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
三
一
丁
表
四

行
目
か
ら
は
、
や
や
そ
の
筆
致
に
乱
れ
が
感
じ
ら
れ
る
箇
所
が
あ

る
。
裏
表
紙
見
返
し
左
下
隅
に
、「
�
硯
」
と
墨
書
。

二

『
松
葉
日
記
』
に
つ
い
て

さ
て
、『
松
葉
日
記
』
に
は
、
序
跋
や
奥
書
が
な
く
、
季
硯
の
名
前
も
明
ら
か
に

は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
じ
つ
は
『
松
葉
日
記
』
の
み
を
見
て
い
て
も

誰
の
句
集
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、『
松
葉
日
記
』
と
共
に
伝
来
し
た

『
葡
萄
棚
』（
写
本
）
と
題
す
る
冊
子
に
は
、
季
硯
と
そ
の
親
交
の
あ
っ
た
俳
人
た
ち

と
の
句
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
季
硯
の
句
と
し
て
載
る
い
く
つ
か
は
、『
松

葉
日
記
』
に
も
重
複
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
松
葉
日
記
』
に
記
載
さ
れ

る
「
近
江
八
景
」
の
句
は
、
多
少
句
形
に
異
同
が
あ
る
が
、『
蕉
門
名
録
集
』（
宝
暦

二
年
刊
）
に
「
雲
州
大
社

錢
季
硯
拝
書
」
と
し
て
収
録
さ
れ
る
こ
と
も
確
認
で

き
る
。
さ
ら
に
、『
松
葉
日
記
』
の
筆
跡
は
、
記
念
館
に
残
さ
れ
た
季
硯
の
筆
跡
資

料
と
比
較
し
て
誤
り
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
諸
点
か
ら
、『
松
葉
日
記
』
は

季
硯
の
句
集
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、『
松
葉
日
記
』
に
は
成
立
を
明
ら
か
に
示
す
年
記
も
な
い
。
た
だ
し
、
三

三
丁
表
に
は
、
安
永
二
年
の
柿
本
人
麻
呂
一
千
五
十
年
忌
に
あ
た
っ
て
詠
じ
た
句

が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
降
の
成
立
と
な
る
。
し
か
し
、
前
節
に
記
し
た
よ

う
に
、
三
一
丁
表
三
行
目
以
降
は
や
や
筆
致
が
変
わ
る
箇
所
が
あ
り
、
ま
た
末
尾

四
丁
は
白
紙
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
あ
く
ま
で
稿
本
と
し
て

未
完
に
終
わ
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
記
念
館
に
は
、
も
う
一
部
、
同
名
の
写
本
（
半
紙
本
一
冊
、
料
紙
は
楮

紙
）
が
伝
存
す
る
が
、
そ
ち
ら
は
季
硯
の
備
忘
の
た
め
の
ノ
ー
ト
の
よ
う
な
内
容

の
も
の
で
、
諸
書
か
ら
の
抜
き
書
き
や
、
漢
詩
や
和
歌
、
俳
諧
、
な
ど
が
雑
然
と

書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
季
硯
の
句
集
と
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

三

季
硯
、
冠
李
の
俳
諧
活
動
と
出
雲
俳
壇

と
こ
ろ
で
、
出
雲
俳
壇
と
い
え
ば
、
大
礒
義
雄
氏
が
、『
岡
崎
日
記
と
研
究
』（
未

刊
国
文
資
料
刊
行
会
、
昭
和
５０
年
１０
月
）、「
高
見
本
『
岡
崎
日
記
』『
元
禄
式
』
の

出
現
と
去
来
門
人
空
阿
・
空
阿
門
人
百
羅
」（『
連
歌
俳
諧
研
究
』
８７
、
平
成
６
年
７

月
）
で
報
告
さ
れ
た
と
お
り
、
去
来
の
甥
で
あ
る
空
阿
（
水
鶏
坊
と
号
し
た
。
大

礒
氏
は
去
来
の
庶
子
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
）
か
ら
伝
授
を
受
け
た
広
瀬
百
蘿
（
百

羅
と
も
記
し
、
茂
竹
庵
と
称
し
た
。
享
保
十
六
年
〜
享
和
三
年
）
の
存
在
が
注
目

さ
れ
る
。

百
蘿
は
出
雲
大
社
の
社
家
（
千
家
家
の
代
官
役
）
に
生
ま
れ
た
が
、
そ
の
母
は

手
錢
家
の
二
代
目
茂
助
長
定
の
娘
で
あ
っ
た
。
季
硯
、
冠
李
は
、
こ
の
百
蘿
と
親

交
が
深
く
、『
松
葉
日
記
』
中
に
も
、「
茂
竹
庵
の
あ
る
じ
は
、
予
か
生
縁
の
し
た

し
み
あ
り
」
と
記
し
、「
兼
て
は
風
月
の
お
も
ひ
あ
つ
く
、
故
翁
の
跡
を
し
た
ひ
、

落
柿
の
源
を
さ
ぐ
り
、
あ
や
う
き
梢
に
の
ぼ
り
て
、
正
風
直
旨
の
熟
柿
を
得
た
り
」

と
、
百
蘿
が
京
都
で
去
来
の
伝
を
受
け
た
こ
と
を
指
す
記
述
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

「
故
翁
落
柿
の
俳
恩
は
更
に
し
て
、
今
猶
水
鶏
坊
を
慕
ふ
も
、
百
羅
道
人
の
ゆ
へ
あ

れ
は
な
り
」
と
、
百
蘿
に
去
来
の
伝
を
伝
え
た
空
阿
を
慕
う
気
持
ち
も
記
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
、
大
礒
本
『
岡
崎
日
記
』
を
書
写
し
た
の
は
（
２
）

儀
満
持
矩
だ
が
、
そ
の
儀
満

六
二

季
硯
句
集
『
松
葉
日
記
』
―
―
手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
資
料
（
一
）
―
―
（
伊
藤
善
隆
）
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家
と
手
錢
家
に
も
縁
戚
関
係
が
あ
っ
た
と
い
う
。
と
す
れ
ば
、
百
蘿
が
京
都
か
ら

出
雲
に
持
ち
帰
っ
た
伝
書
類
は
、
季
硯
や
冠
李
ら
大
社
の
俳
人
た
ち
の
間
で
も
伝

授
や
書
写
が
行
わ
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、
記
念
館
に
伝
わ
っ
た

俳
諧
資
料
と
、
季
硯
、
冠
李
の
俳
諧
活
動
は
注
目
に
値
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
出
雲
俳
壇
の
研
究
と
し
て
著
名
な
、
桑
原
視
草
氏
の
『
出
雲
俳
句

史
』（
私
家
版
、
昭
和
１２
年
９
月
・
だ
る
ま
堂
限
定
版
、
昭
和
５３
年
４
月
）、『
出
雲

俳
壇
の
人
々
』（
だ
る
ま
堂
書
店
、
昭
和
５６
年
８
月
）
の
両
書
に
は
、
季
硯
、
冠
李

に
関
す
る
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。
大
礒
氏
も
「
高
見
本
『
岡
崎
日
記
』『
元
禄
式
』

の
出
現
と
去
来
門
人
空
阿
・
空
阿
門
人
百
羅
」
に
お
い
て
、
桑
原
氏
に
照
会
し
た

が
「
季
硯
は
不
明
」
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

い
っ
ぽ
う
、
大
礒
氏
は
『
岡
崎
日
記
と
研
究
』
で
、
季
硯
の
句
が
雲
裡
坊
（
元

禄
六
年
〜
宝
暦
十
一
年
）
編
『
蕉
門
名
録
集
』（
宝
暦
二
年
刊
）
に
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
、
当
時
の
俳

書
を
閲
し
た
結
果
、
美
濃
派
の
洗
耳
（
沾
耳
）
坊
（
生
没
年
未
詳
）
の
俳
書
に
、

し
ち
じ
ゆ
う
ね

出
雲
俳
人
た
ち
の
入
集
が
確
認
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
沾
耳
坊
編
『
七
十
子
』（
寛

保
三
年
刊
、
芭
蕉
五
十
回
忌
追
善
集
）
に
は
冠
李
の
句
が
載
り
、
同
じ
く
沾
耳
坊

編
『
梅
日
記
』（
延
享
二
年
刊
）
に
は
「
出
雲

大
社
」
の
杜
千
・
柳
波
・
五
溪
・

冠
李
・
関
山
に
よ
る
表
六
句
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
大
社
か
ら
２０
�
程
度
南
東
に
位
置
す
る
三
刀
屋
で
は
、
当
時
、
美
濃
派

の
俳
人
が
活
動
し
て
い
た
。『
蕉
門
名
録
集
』
に
は
、
三
刀
屋
の
魯
什
、
石
泉
、
酔

月
、
寸
松
ら
も
、
大
社
の
俳
人
た
ち
と
共
に
入
集
し
て
い
る
。
記
念
館
に
残
る
資

料
に
拠
れ
ば
、
季
硯
や
冠
李
た
ち
が
彼
ら
と
交
流
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
確
認
で

き
る
。
つ
ま
り
、
季
硯
や
冠
李
た
ち
は
、
百
蘿
を
通
じ
て
大
社
に
も
た
ら
さ
れ
た

去
来
の
伝
を
継
承
し
つ
つ
、
同
じ
く
出
雲
三
刀
屋
の
俳
人
と
も
共
存
し
て
い
た
。

こ
の
こ
と
が
大
社
俳
壇
の
特
徴
で
あ
る
と
指
摘
で
き
よ
う
。

四

『
蕉
門
名
録
集
』
所
収
の
季
硯
発
句

さ
て
、『
松
葉
日
記
』
所
収
句
と
の
比
較
の
た
め
、『
蕉
門
名
録
集
』
に
収
録
さ

れ
た
季
硯
の
発
句
を
以
下
に
掲
出
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、『
蕉
門
名
録
集
』
に
は
、

「
出
雲
州

大
社
連
中
」
と
し
て
季
硯
・
李
夕
・
五
溪
・
冠
李
・
素
川
・
飄
尾
・
文

裏
・
呂
植
・
雲
坡
・
魯
川
の
発
句
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

し
ら
梅
や
い
づ
れ
の
枝
を
銀
河

季
硯

ゆ
づ
り
状
書
て
老
た
る
柳
か
な

季
硯

（『
蕉
門
名
録
集
』
春
之
部
）

魂
な
ら
ば
小
町
な
る
ら
ん
杜
若

季
硯

海
辺
納
涼

枕
よ
り
跡
よ
り
凉
し
海
の
音

季
硯

百
年
の
こ
と
し
出
雲
大
社
新
に
造
営
あ
り
け
る
に
、
予
、
大
病
快
然
を

得
て
詣
奉
る
折
か
ら
に

新
な
る
千
木
も
命
の
し
げ
み
か
な

仝

比
は
水
無
月
の
末
也
け
り
。
及
な
き
身
も
、
行
が
ゝ
り
の
旅
寝
に
、
此

勝
景
の
言
種
も
猶
恐
れ
思
ひ
な
が
ら
、
八
景
名
尚
季
を
も
て
拙
き
な
が

め
と
は
な
し
侍
り
ぬ
。

近
江
八
景

各
夏
季

石
山
秋
月

明
安
し
石
ず
り
山
の
秋
の
月

三
井
晩
鐘

大
和
路
は
三
井
よ
り
告
て
秋
ち
か
し
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辛
崎
夜
雨

か
ら
崎
や
夕
だ
ち
と
て
も
常
の
雨

堅
田
落
鳫

堅
田
い
ま
鳫
の
留
主
居
や
杜
鵑

比
良
暮
雪

雪
ぞ
と
も
比
良
に
ゆ
ふ
べ
の
雲
の
峰

粟
津
晴
嵐

粟
津
よ
り
う
み
に
ひ
た
す
や
青
嵐

矢
走
帰
帆

帆
に
蝶
の
か
へ
り
も
凉
し
琵
琶
の
う
へ

勢
多
夕
照

長
橋
や
な
か
ば
夕
照
る
夕
す
ゞ
み

右
於
石
山
寺
麓

雲
州
大
社

錢
季
硯
拝
書

（『
蕉
門
名
録
集
』
夏
之
部
）

聖
廟
法
楽

神
垣
の
ひ
だ
り
は
青
し
梅
紅
葉

季
硯

何
の
葉
の
雫
に
染
て
鮎
の
渋

季
硯

秋
来
ぬ
と
木
ず
ゑ
は
鵙
の
に
へ
あ
が
り

季
硯

あ
さ
が
ほ
や
棚
に
餌
を
呼
ぶ
鳥
の
声

季
硯

鳴
鹿
や
頭
に
た
く
香
も
消
て
行

季
硯

（『
蕉
門
名
録
集
』
秋
之
部
）

山
河
の
出
て
来
る
世
話
や
い
く
時
雨

季
硯

山
家
庭
上
の
清
流
に

遊
仙
の
沓
も
な
が
す
や
落
葉
川

季
硯

（『
蕉
門
名
録
集
』
冬
之
部
）

お
わ
り
に

以
上
、
簡
単
で
は
あ
る
が
、
季
硯
を
中
心
に
、
大
社
の
俳
人
た
ち
の
活
動
と
そ

の
特
色
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
従
来
、
そ
の
具
体
像

が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
享
保
・
宝
暦
期
の
大
社
俳
壇
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
、
手
錢
記
念
館
に
伝
わ
っ
た
俳
諧
資
料
は
大
変
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
こ

こ
に
『
松
葉
日
記
』
を
翻
刻
紹
介
す
る
所
以
で
あ
る
。

注（
１
）
冠
李
が
誰
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
手
錢
家
に
お
い
て
も
不
明
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
ご
く
最
近
に
な
っ
て
、
手
錢
記
念
館
事
務
局
長
の
手
錢
裕
子
氏
の

調
査
に
よ
り
、
手
錢
家
の
墓
所
内
の
墓
石
が
確
認
さ
れ
、
戒
名
が
花
菴
行
栄
居
士
で

あ
る
こ
と
、
寛
政
八
年
十
二
月
十
五
日
に
七
十
八
歳
で
没
し
て
い
る
こ
と
、
二
代
茂

助
長
定
の
子
で
あ
る
こ
と
（
す
な
わ
ち
季
硯
の
弟
で
あ
る
こ
と
）
が
確
認
さ
れ
た
。

（
２
）
復
本
一
郎
「
蕉
風
伝
書
に
お
け
る
「
皮
肉
骨
」
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト
―
『
伝書

古
池
之

解
』
を
紹
介
し
つ
つ
―
」（
神
奈
川
大
学
『
国
際
経
営
論
集
』
１
、
平
成
２
年
３
月
）

で
は
、
学
習
院
大
学
宮
本
三
郎
文
庫
に
儀
満
持
矩
が
書
写
し
た
『
伝書

古
池
之
解
』
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
同
書
は
百
蘿
が
空
阿
か
ら
譲
り
受
け
て
持
ち
帰
っ
た
伝
書
を

書
写
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

〈
凡
例
〉

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
概
ね
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。

六
四
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句
読
点
、
濁
点
は
適
宜
補
い
、
改
行
も
適
宜
改
め
た
。

原
本
の
各
丁
片
面
の
終
わ
り
に
当
た
る
と
こ
ろ
に

」
を
つ
け
、（

）
内
に
そ

の
丁
数
お
よ
び
表
・
裏
（
オ
・
ウ
）
を
示
し
た
。

誤
記
か
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
原
文
ど
お
り
に
翻
刻
し
、
適
宜
そ
の
傍
に
「（
マ
マ
）」

を
付
し
た
。

見
消
チ
等
で
訂
正
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
は
、
句
形
の
異
同
が
分
か
る
よ
う
、
注

を
付
し
て
翻
刻
の
末
尾
に
示
し
た
。

参
考
の
た
め
、
原
本
の
図
版
を
最
後
に
示
し
た
。

〈
翻
刻
〉元

日
や
海
山
か
け
て
祝
ひ
も
の

月
星
の
国
も
富
士
よ
り
明
の
春

蓬
莱
の
裾
野
つ
ゞ
き
や
門
の
松

む
め
咲
や
ぬ
し
な
き
庵
の
う
す
煙

芽
柳
に
見
ら
れ
て
む
め
の
笑
ひ
哉

見
て
お
か
ん
娵
と
り
よ
し
を
初
ご
よ
み

」（
１
オ
）

梅
遠
薫

む
め
さ
く
や
遠
寺
の
鐘
も
匂
ふ
か
と

な
が
き
日
や
花
に
は
い
わ
ぬ
事
な
が
ら

禅
寺
に
遊
ぶ

わ
す
れ
た
る
髪
の
匂
ひ
や
む
め
の
花

一
日
は
精
進
も
の
ゝ
は
な
見
か
な

」（
１
ウ
）

蛙
な
く
水
田
の
上
や
う
す
月
夜

残
る
ゆ
き
や
が
て
消
る
と
お
も
へ
ば
や

白
魚
や
こ
ゝ
ろ
の
あ
る
と
お
も
は
れ
ず

ふ
と
こ
ろ
の
子
も
す
か
さ
れ
し
棡
か
な

う
ぐ
ひ
す
の
な
く
や
筧
に
水
の
音

大
や
し
ろ
に
詣
奉
る
」（
２
オ
）
折
り
か
ら
、
花
の
さ
か
り
け
れ
ば

（
１
）
是
は
ま
た
八
色
の
外
歟
花
の
雲

あ
る
僧
を
ま
ね
き
け
る
と
き

樹
々
の
芽
や
野
の
有
さ
ま
を
膳
の
上

」（
２
ウ
）

病
家
見
舞

へ
ぐ
や
う
な
日
に
�
�
山
の
う
す
が
す
み

角
落
す
鹿
や
彼
岸
の
う
し
ろ
ま
へ

行
脚
の
何
が
し
を
見
送
り
て

見
送
ら
ん
雲
雀
の
上
る
と
こ
ろ
ま
で

（
２
）
野
遊
び
や
常
行
道
は
有
な
が
ら

」（
３
オ
）

鬼
の
な
く
と
こ
ろ
も
あ
り
て
涅
盤
像

燕
や
何
の
あ
ん
ば
い
を
は
し
ら
だ
て

色
�
�
に
餅
も
染
る
や
雛
あ
そ
び

回
国
の
何
が
し
を
送
る

花
が
さ
や
日
本
晴
の
う
し
ろ
が
け

春
雨
や
日
に
�
�
水
の
人
ち
か
き

」（
３
ウ
）

満
花
の
峯
に
遊
ぶ

物
洗
ふ
女
た
づ
ね
ん
花
の
雲

飯
蛸
や
飯
次
と
も
に
喰
仕
舞

つ
な
が
れ
て
牛
の
匍
匐
に
柳
か
な

う
ぐ
ひ
す
の
誘
歩
行
や
桃
の
は
な

咲
揃
ふ
日
は
草
臥
て
ふ
じ
の
花

」（
４
オ
）

春
雨
や
初
手
か
ら
念
を
入
て
降
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題
窓
前
竹

竹
植
て
う
ぐ
ひ
す
ま
つ
や
窓
の
前

（
３
）
膳
の
め
し
喰
ふ
人
は
な
し
桜
狩

柳
に
て
会
釈
あ
る
人
へ
返
す

柳
に
は
糸
の
た
け
あ
り
い
か
の
ぼ
り

」（
４
ウ
）

羅
硯
両
風
士
に
訪
れ
け
る
折
か
ら
、
雨
の
有
け
れ
ば

春
雨
や
客
ふ
た
り
得
て
猶
し
づ
か

山
家
の
花
に
遊
ぶ

む
し
ろ
に
も
屋
根
に
も
花
の
住
居
哉

行
春
に
近
道
あ
り
や
老
の
山

」（
５
オ
）

行
春
や
野
は
陽
炎
の
も
へ
す
さ
り

今
夜
は
何
が
し
亭
に
止
宿
せ
ん
と
、
遥
に
見
や
り
け
る
行
路
の
吟

見
て
行
ん
雲
雀
の
落
る
其
と
こ
ろ

何
が
し
に
止
宿
し
て

」（
５
ウ
）

う
ぐ
ひ
す
に
起
さ
る
ゝ
朝
の
こ
ゝ
ろ
よ
さ

鶯
の
機
こ
し
ら
へ
や
糸
や
な
ぎ

誰
彼
と
共
に
、
何
が
し
あ
る
じ
に
招
か
れ
け
る
時

雲
に
入
け
り
な
一
連
く
ろ
羽
織

庭
前
の
風
流

」（
６
オ
）

春
広
し
土
筆
蕨
も
堀
の
中

清
心
山
に
遊
ぶ

端
書
略

春
風
や
鐘
は
ど
ち
ら
へ
こ
ぼ
る
ゝ
ぞ

朧
夜
や
か
つ
ら
男
も
温
泉
友
達

是
は
温
泉
見
舞
の
句

端
書
を
略

梨
子
の
花
咲
や
さ
く
ら
の
通
り
が
け

」（
６
ウ
）

花
時
酒
一
樽

さ
く
ら
に
は
何
折
く
べ
ん
酒
の
燗

咲
花
や
我
身
の
老
は
か
へ
り
み
ず

一
夜
塚
の
記

恐
る
べ
き
は
霊
魂
に
し
て
、
う
た
が
ふ
ま
じ
き
は
因
縁
な
ら
ん
。
爰
に

俳
諧
正
風
の
大
祖
師
」（
７
オ
）
芭
蕉
翁
の
石
碑
を
建
ん
と
す
る
に
、
心

に
叶
ふ
霊
地
を
得
ざ
れ
ば
む
な
し
く
年
月
を
経
過
せ
り
。
し
か
る
に
此

円
通
場
は
神
光
禅
寺
の
別
境
に
し
て
、
人
家
よ
き
ほ
ど
に
隔
た
り
、
後

は
御
崎
山
峨
々
と
峙
ち
、
月
も
神
代
の
光
を
伝
へ
、
谷
深
ふ
し
て
」（
７

ウ
）
水
い
さ
ぎ
よ
く
、
又
な
き
風
境
と
言
つ
べ
し
。
さ
れ
ば
、
一
基
の

し
る
し
を
願
ふ
に
、
聊
さ
は
る
事
な
く
、
院
主
是
を
ゆ
る
し
給
へ
り
。

幸
な
る
哉
、
境
内
に
石
あ
り
。
其
高
さ
六
尺
に
あ
ま
り
、
四
面
三
尺
に

過
て
、
ま
さ
に
け
づ
り
な
せ
る
が
ご
と
く
、
則
是
を
乞
求
て
、
遂
に
」（
８

オ
）
一
夜
塚
と
は
崇
敬
し
侍
る
。
爰
に
此
名
あ
る
事
は
、
狼
も
一
夜
は

や
ど
せ
芦
の
花
と
い
へ
る
故
翁
の
真
蹟
に
も
と
づ
き
て
、
斯
は
銘
じ
侍

る
な
る
べ
し
。
于
時
宝
暦
四
甲
戌
三
月
四
日
、
あ
ま
た
の
高
僧
を
供
養

し
て
点
眼
の
法
会
を
行
ひ
侍
り
け
る
。」（
８
ウ
）
あ
る
夜
、
霊
魂
禅
室
に

来
て
戸
を
た
ゝ
く
。
和
尚
臥
な
が
ら
誰
ぞ
と
問
給
へ
る
に
、
芭
蕉
翁
也

と
答
へ
、
法
会
の
懇
志
を
謝
し
て
、
今
は
立
去
り
給
ふ
よ
し
。
む
か
し

は
仏
頂
禅
師
に
参
じ
て
、
一
椀
の
茶
に
大
道
を
さ
と
り
、
此
日
は
神
光

禅
師
の
」（
９
オ
）
回
向
に
よ
り
て
、
ま
さ
し
く
仏
化
に
至
れ
る
事
、
何

の
う
た
が
ひ
か
あ
ら
ん
。
恐
る
べ
し
尊
む
べ
し
と
、
百
拝
稽
首
し
て
筆

を
と
ゞ
む
。

う
ぐ
ひ
す
も
経
よ
む
花
の
梢
よ
り

六
六
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宝
暦
四
甲
戌
三
月
四
日

」（
９
ウ
）

峯
薬
師
参
籠
記

此
高
院
の
本
尊
は
、
瑠
璃
光
如
来
に
し
て
石
仏
と
か
や
。
む
か
し
八
雲

た
つ
の
社
、
唯
一
に
改
れ
る
の
頃
、
爰
の
霊
境
に
移
し
奉
る
よ
し
。
数
々

の
霊
現
、
拙
き
筆
に
記
す
る
も
恐
れ
あ
れ
ば
略
し
侍
り
ぬ
。
堂
場
は
御

崎
山
の
」（
１０
オ
）
麓
に
峙
ち
登
る
事
三
曲
に
し
て
、
危
磴
け
は
し
く
緑

樹
四
隣
を
掩
ひ
、
庭
前
に
芭
蕉
の
一
株
有
て
粟
津
の
面
影
も
床
し
。
梅

花
薫
じ
て
春
を
笑
ひ
、
柳
吹
れ
て
糸
を
み
だ
す
鶯
の
う
た
も
、
琴
弾
鳥

も
、
都
て
は
御
法
の
声
」（
１０
ウ
）
と
や
聞
ん
。
暮
て
閑
に
月
に
む
か
へ

ば
、
乙
見
の
松
に
朧
を
移
し
、
漸
春
も
ほ
ど
過
る
よ
り
、
青
葉
若
葉
の

枝
を
交
へ
、
ほ
と
ゝ
ぎ
す
、
し
ば
�
�
を
と
づ
れ
水
鶏
も
空
に
た
ゝ
き
明

て
、
初
秋
の
風
の
身
に
し
む
頃
、
鹿
の
哀
も
か
け
樋
の
寂
も
、
木
葉
の
」

（
１１
オ
）
時
雨
に
は
な
ど
か
ま
さ
ら
ん
。
高
浜
の
ゆ
ふ
べ
は
雪
の
波
よ
る

と
詠
じ
、
三
瓶
が
た
け
に
雲
の
か
ゝ
れ
る
も
、
皆
是
造
化
の
天
工
と
い

ふ
べ
し
。
宿
願
あ
り
て
、
此
春
二
夕
三
日
の
膝
を
や
す
ん
じ
け
る
折
か

ら
、
此
風
興
を
算
ん
と
す
る
に
い
と
ま
あ
ら
」（
１１
ウ
）
ざ
れ
ば
、
禿
筆

を
そ
め
て
如
来
の
宝
前
に
ぬ
か
づ
き
、
藤
の
一
枝
を
奉
る
の
み
。

百
八
を
つ
ら
ぬ
く
玉
や
藤
の
花

茂
竹
庵
の
あ
る
じ
は
、
予
が
生
縁
の
し
た
し
み
あ
り
。
兼
て
は
風
月
の

お
も
ひ
」（
１２
オ
）
あ
つ
く
、
故
翁
の
跡
を
し
た
ひ
、
落
柿
の
源
を
さ
ぐ

り
、
あ
や
う
き
梢
に
の
ぼ
り
て
、
正
風
直
旨
の
熟
柿
を
得
た
り
。
さ
れ

ば
、
花
に
う
か
れ
、
鳥
に
さ
ま
よ
ひ
て
、
北
陸
の
雪
に
跟
を
や
ぶ
り
、

東
南
の
月
に
腸
を
た
つ
、
い
そ
の
か
み
」（
１２
ウ
）
古
き
な
が
め
を
尽
し

て
、
行
衛
定
め
ぬ
身
と
は
な
り
け
ら
し
。
鳫
書
の
伝
へ
も
ほ
ど
へ
だ
ゝ

り
け
る
に
、
此
春
筑
紫
行
脚
の
杖
を
ま
げ
て
草
扉
を
た
ゝ
か
れ
し
事
、

よ
ろ
こ
ぶ
に
あ
ま
り
あ
り
。

」（
１３
オ
）

月
や
花
に
な
ら
べ
て
見
た
り
ま
め
な
顔

吟
杖
の
折
か
ら
、
円
通
場
に
立
寄
て
暫
時
春
暖
を
憩
ふ

肘
杖
の
袖
に
こ
ぼ
す
や
つ
ぼ
菫

万
死
を
ま
ぬ
が
れ
三
と
せ
の
此
日
、
大
社
の
新
殿
に
詣
け
る
折
か
ら
に

奉
る

」（
１３
ウ
）

新
な
る
千
木
も
命
の
し
げ
み
か
な

雷
の
あ
と
こ
ゝ
ろ
よ
し
ほ
と
ゝ
ぎ
す

下
や
み
の
初
手
を
染
た
る
青
葉
哉

行
脚
の
風
騒

（
４
）
笠
か
け
よ
藜
の
杖
に
な
る
日
ま
で

天
の
戸
も
明
は
な
し
な
り
夏
の
月

」（
１４
オ
）

或
僧
に
訪
れ
し
と
き

物
く
さ
き
中
に
蓮
の
浮
葉
哉

或
人
の
物
か
き
給
は
り
け
れ
ば

凉
し
さ
の
石
に
入
け
り
筆
の
あ
と

或
人
に
尋
ら
れ
打
解
か
た
ら
ん
事
を

」（
１４
ウ
）

い
ざ
ま
く
ら
瓜
も
は
た
け
に
此
ご
と
く

染
色
の
山
の
し
ら
地
や
雲
の
峯

葵
さ
く
垣
や
階
子
の
ひ
と
つ
宛

題
扇

な
ら
さ
ぬ
も
掟
の
数
や
も
ち
扇
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あ
つ
さ
し
の
ぎ
が
た
く
て
、
人
の
」（
１５
オ
）
も
と
へ
寄
、
ま
く
ら
を
か

る

身
ひ
と
つ
を
座
し
き
へ
瓜
の
凉
哉

西
国
に
赴
行
脚
の
何
が
し
を
送
る

言
伝
も
あ
す
の
鳫
ま
つ
別
か
な

ほ
と
ゝ
ぎ
す
覚
て
の
声
は
な
か
り
け
り

鷺
に
さ
へ
五
位
あ
る
も
の
を
ほ
と
ゝ
ぎ
す

」（
１５
ウ
）

嶌
遊
び
の
折
か
ら
、
鮑
と
り
な
ど
の
興
あ
り
て

楽
天
は
知
ら
ず
や
夏
の
鮑
と
り

旅
人
に
対
し
て

杖
も
根
を
お
ろ
せ
木
下
は
闇
な
り
と

風
な
き
に
ま
は
る
は
誰
そ
や
風
車

」（
１６
オ
）

或
亭
に
い
た
り
て
、
こ
ゝ
ろ
や
す
く
も
て
な
さ
れ
け
れ
ば

お
も
ふ
ほ
ど
ひ
ろ
げ
て
凉
し
も
ち
扇

番
や
し
き
と
い
へ
る
処
の
あ
る
じ
、
対
し
て

ほ
と
ゝ
ぎ
す
聞
も
ら
さ
じ
と
番
や
し
き

」（
１６
ウ
）

も
の
い
へ
ば
唇
さ
む
し
と
、
故
翁
の
金
言
を
信
じ
て

ひ
ら
か
ぬ
を
扇
の
凉
み
所
か
な

彼
上
人
へ
対
し
て

百
八
を
合
せ
て
凉
し
夏
の
露

萍
も
散
こ
ゝ
ろ
な
り
五
月
雨

」（
１７
オ
）

心
あ
る
風
騒
と
か
た
り
て

ゆ
き
た
け
も
同
じ
は
た
へ
の
袷
か
な

五
月
雨
の
昼
寐
や
眼
が
ね
か
け
な
が
ら

尺
八
稽
古
の
人
へ

耳
凉
し
心
の
竹
に
な
る
時
は

魚
の
行
道
咲
わ
け
よ
か
き
つ
ば
た

」（
１７
ウ
）

蝶
鳥
も
知
ら
ぬ
宿
あ
り
今
と
し
竹

ま
く
ら
よ
り
跡
よ
り
凉
し
海
の
音

清
水
哉
さ
て
も
夢
哉
命
か
な

己
が
代
を
わ
す
れ
て
鳴
や
松
の
蝉

何
が
し
庭
前

お
の
づ
か
ら
塵
な
し
苔
の
花
む
し
ろ

」（
１８
オ
）

敦
盛
の
塚
に
て

扇
つ
か
ふ
人
も
恨
し
む
か
し
塚

西
宮
に
詣
て

元
や
す
の
神（
マ
マ
）
詑
も
あ
り
夏
神
楽

つ
く
し
の
人
に
訪
れ
け
る
時

河
百
里
海
百
里
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す

」（
１８
ウ
）

粟
津
に
て

と
り
は
ら
ふ
空
や
粟
津
の
青
嵐

矢
橋
に
船
の
往
か
ふ
を
見
て

帆
に
蝶
の
往
来
も
凉
し
琵
琶
の
上

石
山
寺
に
て

明
や
す
し
石
も
蓮
の
山
の
月

」（
１９
オ
）

瀬
田
に
て

長
橋
や
半
夕
照
ゆ
ふ
す
ゞ
み

比
良
の
暮
雪
と
は
い
づ
れ
の
境
な
る
や
と
、
里
の
男
に
尋
て

雪
ぞ
と
も
比
良
に
ゆ
ふ
べ
の
雲
の
峯

堅
田
に
て

」（
１９
ウ
）

六
八
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堅
田
今
鳫
の
留
守
居
や
ほ
と
ゝ
ぎ
す

唐
崎
を
眺
望
の
折
か
ら
雨
の
ふ
り
け
れ
ば

唐
崎
や
此
夕
立
も
常
な
が
ら

」（
２０
オ
）

越
の
白
峯
に
て

へ
だ
て
ゝ
は
か
く
と
も
し
ら
ね
玉
芙
蓉

白
峯
や
見
お
ろ
す
は
雪
と
雲
の
峰

川
狩
や
橋
の
下
か
ら
通
ひ
盆

夏
草
や
摘
残
さ
れ
し
つ
ぼ
菫

ほ
と
ゝ
ぎ
す
星
の
あ
か
り
や
雲
ち
ぎ
れ

思
ひ
入
山
は
鹿
よ
り
ほ
と
ゝ
ぎ
す

」（
２０
ウ
）

み
ち
の
く
な
る
自
好
法
師
に
訪
れ
て

橘
や
袖
の
や
つ
れ
は
む
か
し
に
も

自
好
法
師
の
旅
窓
を
扣
て

石
文
の
風
も
薫
る
や
笈
日
記

笑
談
三
日
も
い
と
深
切
を
尽
く
し
、」（
２１
オ
）
け
ふ
や
別
に
の
ぞ
む
。
貴

老
は
七
十
に
近
く
、
予
は
五
十
に
た
る
。
山
海
五
百
の
里
程
、
再
会
の

思
ひ
遥
に
し
て
、
其
情
尽
し
が
た
し

別
か
な
凉
し
ひ
国
の
出
合
ま
で

」（
２１
ウ
）

故
翁
の
跡
を
慕
ふ
無
所
住
の
風
騒
に
対
す

萍
の
花
や
根
と
て
は
お
ろ
さ
ね
ど

会
釈

打
水
も
と
ゞ
け
五
尺
の
あ
や
め
艸

来
成
の
神
社
遥
拝

」（
２２
オ
）

千
木
高
し
青
葉
若
葉
の
梢
よ
り

吟
行
旅
人
を
誘
ふ

水
鶏
な
く
や
ど
を
今
夜
の
旅
寐
哉

（
マ
マ
）

端
略

寐
て
待
ん
夢
の
果
報
や
ほ
と
ゝ
ぎ
す

花
な
ら
で
か
へ
り
若
葉
の
や
な
ぎ
か
な

」（
２２
ウ
）

短
夜
は
よ
し
寐
ぬ
と
て
も
新
茶
哉

花
娵
の
花
も
い
つ
し
か
母
子
草

夕
が
ほ
や
終
に
隣
の
家
根
に
咲

秣
負
ふ
人
の
肩
よ
り
�
子
の
声

（
５
）
あ
の
う
た
の
い
つ
か
穂
に
出
ん
田
草
取

妻
も
た
ぬ
身
に
は
摘
せ
そ
紅
の
花

」（
２３
オ
）

余
の
鳥
に
な
か
せ
は
せ
じ
と
行
々
子

ね
り
雲
雀
や
ぐ
ら
の
夢
は
刈
の
舞

な
げ
入
を
終
に
喰
け
り
蔓
い
ち
子

御
崎
山
の
麓
を
通
り
け
る
に
、
此
あ
た
り
は
須
广
の
風（
６
）
景
に
似
た
り
と

あ
る
風
騒
の
申
さ
れ
」（
２３
ウ
）
け
れ
ば

名
所
も
人
の
た
よ
り
や
ゆ
ふ
す
ゞ
み

故
翁
落
柿
の
俳
恩
は
更
に
し
て
、
今
猶
水
鶏
坊
を
慕
ふ
も
、
百
羅
道
人

の
ゆ
へ
あ
れ
ば
な
り

」（
２４
オ
）

た
ゝ
か
る
ゝ
心
水
鶏
の
鳴
に
さ
へ

雲
こ
ゝ
ろ
な
し
と
も
見
へ
ず
今
朝
の
秋

は
つ
厂
や
何
処
を
堅
田
の
わ
た
り
口

秋
も
や
ゝ
団
扇
の
紙
の
骨
は
な
れ

妻
乞
の
あ
と
踏
わ
け
て
木
実
取

き
り
�
�
す
一
声
づ
ゝ
の
灯
の
ほ
そ
り

」（
２４
ウ
）

同
じ
野
の
錦
な
が
ら
も
若
た
ば
こ
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老
懐

う
ら
や
ま
し
い
つ
の
秋
に
も
四
十
雀

ほ
む
る
人
な
き
御
馳
走
や
玉
ま
つ
り

名
月
や
花
に
は
寐
た
い
こ
ゝ
ろ
あ
り

暮
か
ゝ
る
日
を
引
と
め
て
紅
葉
か
な

」（
２５
オ
）

秋
来
ぬ
と
梢
は
鵙
の
に
へ
あ
が
り

落
鮎
や
一
葉
飛
込
む
其
日
よ
り

何
の
葉
の
雫
に
染
て
鮎
の
渋

野
分
よ
り
裸
そ
だ
ち
や
鶏
頭
花

朝
貌
や
棚
は
餌
を
呼
ぶ
鳥
の
声

鳴
し
か
や
頭
に
た
く
香
も
消
て
ゆ
く

」（
２５
ウ
）

稲
妻
や
い
つ
の
光
を
稲
の
殿

見
物
に
骨
お
ら
せ
た
る
相
撲
か
な

何
が
し
庭
前
に
対
し

杖
ほ
ど
の
竹
四
五
本
に
月
深
し

伽
ほ
し
い
心
に
な
り
ぬ
秋
の
風

立
さ
か
る
市
も
地
声
や
盆
か
ざ
り

」（
２６
オ
）

越
路
帰
杖
の
折
か
ら
、
都
の
人
に
誘
は
れ
、
七
夕
を
ま
ち
得
て
伏
見
へ

下
る

七
夕
や
ふ
し
見
の
船
へ
寐
に
下
る

茸
狩
や
人
も
紅
葉
を
踏
わ
け
て

三
刀
屋
と
い
へ
る
里
の
名
は
、」（
２６
ウ
）
神
の
む
か
し
の
謂
れ
も
有
よ
し

稲
妻
や
神
の
釼
の
光
よ
り

中
嶺
山
普
光
寺
は
、
世
に
い
ふ
峰
寺
と
か
や
。
昔
日
行
基
菩
薩
、
此
山

を
ひ
ら
き
給
ふ
よ
し
。」（
２７
オ
）
幾
と
せ
の
む
か
し
、
限
し
ら
れ
ず
。
本

尊
観
世
音
、
利
益
あ
ら
た
に
ま
し
�
�
け
る
よ
り
、
順
礼
納
経
の
旅
人
不

絶
歩
を
運
ぶ
。
伐
木
の
禁
戒
あ
り
て
、
松
柏
お
の
づ
か
ら
枝
を
ま
じ
へ
、

山
色
」（
２７
ウ
）
鬱
蜜
と
し
て
、
う
ぐ
ひ
す
、
杜
宇
、
ね
ぐ
ら
を
あ
ら
そ

ふ
。
不
貪
し
て
夜
金
銀
の
気
を
し
り
、
害
を
遠
ざ
け
て
朝
に
鹿
麋
の
遊

ぶ
を
見
る
と
言
ひ
し
も
、
此
境
な
ら
ん
と
ゆ
か
し
。
一
日
」（
２８
オ
）、
魯

川
子
に
誘
れ
此
寺
に
詣
て

尊
さ
や
腰
か
け
る
と
こ
ろ
岩
蓮
花

右
、
三
と
や
岑
寺
に
遊
ぶ
の
吟
也
。

日
御
崎
に
て

昼
を
こ
そ
暮
て
は
月
の
御
崎
と
も

（
７
）
鐘
の
音
も
ち
ぎ
れ
�
�
や
小
夜
時
雨

」（
２８
ウ
）

白
露
の
莟
ひ
ら
く
や
霜
の
花

置
し
も
や
一
朝
づ
ゝ
の
草
の
茎

山
賤
の
絵
に
似
て
通
ふ
か
れ
野
か
な

炭
が
ま
や
何
木
の
匂
ひ
と
も
し
れ
ず

時
雨
る
ゝ
や
隣
歩
行
も
旅
す
が
た

桧
わ
だ
や
の
積
り
見
せ
た
る
十
夜
か
な

」（
２９
オ
）

大
仙
遥
拝

大
仙
や
冬
の
最
中
を
雲
の
岑

ち
ら
は
ら
と
小
鳥
を
へ
ら
す
時
雨
か
な

（
８
）
青
鷺
の
杭
に
成
た
る
さ
む
さ
か
な

遊
仙
の
沓
も
な
が
す
や
落
葉
川

羽
織
着
た
人
を
上
座
や
里
神
楽

」（
２９
ウ
）

木
葉
さ
へ
踏
ぬ
こ
ゝ
ろ
や
神
集

埋
火
を
さ
が
し
て
庵
の
出
し
茶
哉

七
〇
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硯
句
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手
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ふ
と
こ
ろ
の
か
た
ぎ
ぬ
出
す
や
御
取
越

づ
ゝ
く
り
と
（
マ
マ
）

山
案
子
も
た
つ
や
初
し
ぐ
れ

追
れ
た
り
追
ふ
た
り
波
の
磯
千
鳥

市
中
は
将
棊
に
似
た
り
年
の
暮

」（
３０
オ
）

猶（
マ
マ
）
お
し
め
年
も
な
が
れ
の
女
子
ど
も

弥
生
の
風
流
は
筑
紫
に
と
ゞ
ま
る
よ
し
、
肥
後
の
風
騒
天
山
子
の
物
が

た
り
も
、
其
む
か
し
ゆ
か
し
く
こ
そ

橘
の
香
や
う
す
も
の
ゝ
袖
に
な
を

」（
３０
ウ
）

昼
貌
や
人
の
昼
寐
の
中
を
咲

夏
の
夜
や
ゆ
か
た
の
冷
の
気
に
か
ゝ
り

む
さ
し
野
は
草
よ
り
た
つ
や
雲
の
峰

後
の
世
は
何
に
生
れ
ん
ほ
と
ゝ
ぎ
す

ほ
と
ゝ
ぎ
す
何
に
も
知
ら
で
鳴
に
け
り

扇
を
給
は
り
し
人
の
も
と
へ

端
書
略

舞
も
し
つ
又
は
暑
サ
の
玉
は
ゝ
き

」（
３１
オ
）

（
白
紙
）

」（
３１
ウ
）

よ
ろ
こ
び
に
も
る
ゝ
物
な
し
か
ざ
り
藁

む
め
咲
や
ふ
れ
ど
も
雪
の
地
に
落
ず

う
ぐ
ひ
す
や
庵
の
見
舞
の
往
も
ど
り

野
遊
び
や
何
に
な
ら
ね
ど
つ
ぼ
菫

文
庫
か
ら
雲
に
入
け
り
凧

」（
３２
オ
）

渡
ら
ず
に
た
ち
の
く
橋
の
柳
か
な

め
で
た
ひ
と
言
ふ
日
に
咲
や
梅
の
花

人
丸
千
五
十
年
忌

あ
ふ
が
れ
て
ひ
れ
ふ
る
峯
に
帰
鳫

勝
季
風
の
ぬ
し
は
農
家
に
名
あ
り
。
こ
と
し
、
安
永
の
春
を
待
得
て
賀

筵
の
ま
ふ
け
あ
り
け
る
を
祝
し
侍
り
て

萬
歳
を
門
田
の
当
や
種
を
ろ
し

」（
３２
ウ
）

（
９
）
あ
る
時
は
子
に
も
鳴
ら
ん
秋
の
鹿

長
谷
氏
の
何
が
し
、
や
め
る
事
あ
り
け
る
を
、
は
や
く
も
快
復
あ
ら
ん

事
を
祈
る
に
、
は
い
か
い
首
尾
の
吟
を
綴
り
、
其
鬱
情
を
い
さ
む
る
連

句
の
中
、
鶴
亀
松
竹
を
以
て
祝
意
を
う
た
ふ
。
誠
に
笑
談
の
拙
章
、
見

る
人
笑
ら
ふ
べ
し
、
�
�

竹
子
や
喰
残
さ
れ
て
今
と
し
竹

こ
ゝ
ろ
よ
い
も
の
夏
の
朝
起

」（
３３
オ
）

飼
鶴
も
す
り
餌
の
音
に
目
覚
し
て

石
で
か
け
た
る
橋
の
た
し
か
さ

達
者
な
る
脚
や
月
見
に
三
里
五
里

こ
れ
も
食
補
と
菊
の
諸
白

ぬ
け
て
ゆ
く
秋
と
も
し
ら
す
松
の
色

箔
あ
た
ら
し
く
絵
馬
尊
き

鉄
漿
か
く
す
笠
の
く
け
緒
の
ひ
ち
り
め
ん

祖
父
は
祖
父
で
も
伯
父
の
と
い
へ

こ
り
や
�
�
と
花
の
宮
笥
を
袂
か
ら

日
も
あ
た
ゝ
か
に
背
を
さ
ら
す
亀

」（
３３
ウ
）

孟
夏
日

白
澤
園

四
季
混
雑

梅
は
美
麗
繁
花
な
れ
ど
も
大
木
な
し
。
樫
楠
の
人
目
に
た
ゝ
ぬ
天
地
自
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然
の
風
情
と
、
猶
幾
千
代
の
春
の
栄
を
思
ひ
も
ふ
け
て
、
め
で
た
か
り

け
れ

人
は
兎
も
い
へ
か
し
楠
の
若
み
ど
り

」（
３４
オ
）

加
茂
の
何
が
し
、
随
草
、
風
医
と
野
遊
び
の
折
か
ら
に

野
遊
び
や
紛
た
草
の
名
も
わ
か
り

長
谷
寺
の
花
に
遊
ぶ

は
し
書
略
す

手
折
な
よ
花
に
も
慈
悲
の
御
誓

」（
３４
ウ
）

送
別

見
送
れ
ば
蝶
も
出
て
も
ふ
駕
の
前

野
遊
び
や
一
ふ
し
あ
ま
る
杖
の
丈

ふ
し
な
が
ら
見
る
は
づ
は
な
し
け
ふ
の
月

暇
乞
し
た
名
月
を
け
ふ
の
月

金
銀
瑠
璃
�
�

瑪
瑙
珊
瑚
琥
珀

」（
３５
オ
）

と
い
へ
ば
、
金
銀
は
第
一
の
宝
と
見
え
た
り
。
猶
、
具
足
延
命
こ
そ
万

宝
の
最
上
な
ら
ん
と
賀
し
奉
り
て

懸
ぞ
め
や
み
な
豆
板
の
三
百
目

」（
３５
ウ
）

高
橋
の
鳩
飛
閣
も
人
し
れ
ず
一
時
に
成
就
と
聞
へ
け
れ
ば

雀
に
も
し
ら
せ
ず
早
稲
の
穂
屋
つ
く
り

す
み
絵
の
松
あ
る
扇
に
発
句
せ
よ
と
望
れ
侍
る

日
黒
み
の
松
や
ま
つ
か
さ
投
な
が
ら

」（
３６
オ
）

名
月
や
い
な
ゝ
け
ば
こ
そ
白
月
毛

」（
３６
ウ
）

（
白
紙
）

」（
３７
オ
）

（
白
紙
）

」（
３７
ウ
）

（
白
紙
）

」（
３８
オ
）

（
白
紙
）

」（
３８
ウ
）

（
白
紙
）

」（
３９
オ
）

（
白
紙
）

」（
３９
ウ
）

（
白
紙
）

」（
４０
オ
）

（
白
紙
）

」（
４０
ウ
・
終
）

注（
１
）
「
は
」
は
「
も
」
を
、「
他
」
は
「
中
」
を
見
消
チ
に
し
て
訂
正
す
る
。

（
２
）
「
は
」
は
「
を
」
を
見
消
チ
に
し
て
訂
正
す
る
。

（
３
）
下
五
は
「
山
桜
」
と
あ
っ
た
も
の
を
、「
山
」
を
見
消
チ
に
し
て
「
狩
」
を
書
き
足

し
て
訂
正
す
る
。

（
４
）
「
の
」
は
「
は
」
を
、「
な
る
日
ま
て
」
は
「
な
ら
す
と
も
」
を
見
消
チ
に
し
て
訂

正
す
る
。

（
５
）
「
い
つ
か
」
の
右
脇
に
「
頓
て
」
と
書
き
添
え
る
。

（
６
）
「
景
」
は
「
興
」
を
見
消
チ
に
し
て
訂
正
す
る
。

（
７
）
「
も
」
は
「
の
」
を
見
消
チ
に
し
て
訂
正
す
る
。

（
８
）
「
に
成
た
る
」
は
、「
か
と
は
か
り
」
を
見
消
チ
に
し
て
訂
正
す
る
。

（
９
）
「
秋
の
鹿
」
は
、「
鹿
の
秋
」
を
見
消
チ
に
し
て
訂
正
す
る
。

付
記本

稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
手
錢
家
の
皆
様
に
は
特
段
の
お
世
話
に
預
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、
手
錢
記
念
館
の
佐
々
木
杏
里
様
に
は
、
細
部
に
わ
た
り
懇
切
な
ご
教

示
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
稿
は
、
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
山
陰
地
域
文
学
関
係
資
料
の
公
開
に
関

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
二
〇
一
三
〜
二
〇
一
五
年
度
、
代
表
・
野
本
瑠
美
）、
国
文

学
研
究
資
料
館
基
幹
研
究
「
近
世
に
お
け
る
蔵
書
形
成
と
文
芸
享
受
」（
代
表
・
大

高
洋
司
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

七
二

季
硯
句
集
『
松
葉
日
記
』
―
―
手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
資
料
（
一
）
―
―
（
伊
藤
善
隆
）

－１５３－



（
表
紙
）

（
一
丁
表
）

（
三
十
一
丁
表
）

－１５２－

七
三

季
硯
句
集
『
松
葉
日
記
』
―
―
手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
資
料
（
一
）
―
―
（
伊
藤
善
隆
）



“Shoyo−nikki” by Kiken：reprint and introduction
―A study of Haikai literature in Tezen Family Archives (1)―

ITO Yoshitaka

（Shohoku College Department of Business Administration and Communication）

〔A b s t r a c t〕

“Shoyo−nikki”owned by Tezen Museum is a collection of haikai poems by Kiken.

Kiken was the third family head of the Tezen family. And he was one of the most impor-

tant haikai poets in Taisha area. In Taisha, haikai poets had inherited the teaching of Kyorai,

which was introduced by Byakura. And they coexist with Minoha−haikai poets in Mitoya.

That is feature of them.

Keywords：Haikai, Kiken, Byakura, Taisya, Tezen Museum

七
四

季
硯
句
集
『
松
葉
日
記
』
―
―
手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
資
料
（
一
）
―
―
（
伊
藤
善
隆
）
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